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(1)マダガスカル特集Ⅲ

熊取町の救急車は頑張ってぃる !

攀

新しい巾長はRasolofottatWO

は市が総合病院ムラマンガ病院内

で管理している。

Ezchiel氏だ:救急車

(ベッド数 100以J

[2007年 10月 25日 朝日新聞]熊取町消防本部で約10年間使われた救

急車が今月、東アフリカ(の)共和国へ寄贈された。東部ムラマンガ市の病

院で使われる。31日に現地で贈呈式がある。同町の特定医晦去人三和会

(永山一郎会局 が中古自転車や医療機器を贈つたのが最初の縁で、同国の

大統領夫妻が05年 5月の来口時に町を訪れ、医療支援を要請した。町は、

国の排ガス規制]翻ヒに伴つて使えなくなつたディーゼル車 1台を寄贈す

ることにした。

熊取町に事務所を置く国際交流 NG13ア イユーゴーカ簿鮭 の実務を担当

し、経費は外務省の支援事業の適用を受けてまかなった。贈呈式に出席す

るNCIl代表理事の新田幸夫さんは「町民の 1人として、救急車が現地の人

の役に立つことを願つています」と話した。く見出し;嚇 第2の

人生 熊取→マダガスカノ1/J>(情報 」Ю:4253情報提供 :泉州ドットコ

ム>注 :(の編集者入れる。

今年の 3月 にマダガスカルを訪ねると、現地の協力団

体NGOサクラの仲間から、タナ(マダガスカルの首都 。

アンタナナリボの総 で熊取町の救急車を見たと聞いた。

そこで、サクラメンバーたちとムラマンガ市を訪ねた

使用し女台めて6年が経つが、修理しつつ利用している。

首都タナまで3時FH5かけて重病患者を搬送することがで

きる。搬送費用はガソリン代のみを患者が支払う。残念

なのは、貧しい人はたとえ重病であっても、搬送費用を

考えると救急車を利用できない現実亀 市長は、「病院の

職員3名 くらいを対象として器具の使い方を指導してほ

ししゝ Jと繰り返した。

現地の人達が、救急車の高度な技術を要する車内の器

具を馬区使したいということは、マダガスカルの人達に高

度な医療技術を習得したいという大きな刺激を与えたの

は間違いない

41か ,シ  ラライ十氏 ノ、ジャ氏  1く 11TI卜 ,11lJl:lt

|てき中:σ ,|11 タンカーの具合を1「勇めヽる
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健康に強い村づくりは着々と l

井戸を3基建造した。利用者は、それぞれ、第 1井戸は400

人、第 2井戸は800人、第 3井戸は600人である。公共の井

戸として使用するための管理として使用時間を決めた。午前6

時から8時までと、午後 2日寺から5時までの 1日 2回とした。

それ以外の時間は、川の水を使 うことになる。使用料はバケ

ツ 1杯に2円弱とし、井戸の管理費となる。

もヽ こ問いた。
。ワ:|の水は、何が入つているかわからず、不安だった。J

。「これからは病気にならなくて済むだろう。J

。「沸かして飲む人が増えたかもしれなし■」
。以前は、沸かしても知駄だという気があった

村の子供たちのための小学校建設

'´

ンボヒダ「
'ァ

ケJ」 、II女

1960年に建設 した校舎は崩壊の危機があり、1992年に 2

教室が再建され、今年 2教室を新設 した。

・全校生徒数 :293名  ・ 5年生制度

・教師数 :5名 (本‖覇郵∋

・3判 市1:1朝 :lC1/1-12鯰 0、 21詞朝 :1つ‐215

3学卿Lる鬱2-7/20 4彗理はオ寸がイ子う。

・就業時間 :730-1300 午後は中学校受験準備時間
。中学校受験の合格者 :毎年約 90%、 その他は落第生

学校ができると生徒が勤勉になり、欠席が少なくなる。

教師の関心は、やはり給料だЭ給与が安すぎて、教育へのモ

チベーションが低いそうだ。

(小'I健設は、彼llひろし■・折りのイ11い 泡111・様′■りll_し ていた

だきまし/■ )

サ|'01)

:I'2 JI,(J2) ■ギ3'卜 li(J3)

り111■ )́い 〔言Iる IJブ、

(1■ i建設は、(ク 1ヽ`)1本 114ヽ脇ノリ1引 J隅しりヽ「っ助成していただき上した.)
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以前は草ばかり、今は樹木が増えている。だから鳥も増えてきた|

―マダガスカルの高原地帯における土砂崩れの災害を防

ぐための植樹による

…

フィハウナナ本→

草原地帯での森林再生に向けた活動だ。住民が希望する樹

木を選定し、主にアカシア、オレンジ、コーヒーなどを植え

た。平原特有の強風による根返りや幹折れを防ぐ項 ユニッ

ヽ柿場をしたところもあり、傾斜地では、作業道、あるいは

防火帯を造成し、自然火災の拡大防止を考慮した。植樹現場

では、表土層を確保し、保水力を高めるためにえんどう豆や
コーンを植え、虫防止にトマトをところどころに植えてみた。

11人 と話し合い′J,そ「     たから、本1イ 表ヽ者 ハジャ氏  新「 1

■II妊に 'J「鵬編」JH■ギ1(

広大な草原地帯の中で、住民とともに植樹を推進し、ごく

一部といえども、徐々に緑化が進んでいる。村の集会場で、

住民に今年の目標などを掲|八 植樹の意義を共有することを

目的として話し合った。

(2)私たちは自然を忘れた|

新田理事長

日本のあるヽ ＼が、都会から来た人

たちと山村を散歩した。するとほとん

どの人があまりに無知なことに驚い

たそうだ。樹木や鳥の名前やさえずる

声などを知らないまま生活している、

見たことがないというのではない、た

だ気づかないのだと。私たちは一生の間、

ているのに、私たちの観察力があまりに貧弱なので知る機会

を失っている。観察する力の養成と、さらに自然に対する畏

敬の念をもつことが、自然とともに生きることができるので

はない力、 自然災害が多くあるなかでふとそう思つた。

(3)マダガスカルのフィアウナナの鳥たち(第 3回 )

写 Iコ;t子

`,算

再 lll
フヾ1■時切目訴1動物

`鵜
贅響網■.専門は

11態学・′暉賀ニ

MlфOldsプ ロジエクト役員

およびING6サクラのメンバーでもルる。

フィハウナナは、マダガスカルの首都アンタナナリブ (南

緯 18°36',東経 47°12')から北西におよそ60km離れた場所に

あり、標高 1,60rlmほ どのマダガスカル高地にあるアナラマン

ガ地区に含まれますじ季節は大きく2つに分けられ、11月 か

ら4月 は蒸し暑い雨季、5月 から10月 は涼しい乾季に当たり

ます。植生の大部分は草原で、灌木が茂るサバンナが点在し

ています。この地域に住む人々は主に農業を営んでおり、わ

ずかな谷間で稲作を行っていますしキャッサバや トウモロコ

シ、パイナップルも作っていますが、収穫量は決して多くあ

りません。年間降水量は 1,395■ lm、 年間平均気温は 18.8℃で

す (ア ンタナナリブ基地調べ
)。

この地域からは少なくとも18種の昼行性の鳥類が報告され

ており、比較的高セ浩1合 G鰯)で汎世界的に分布する種が含

まれています。一方で、ちらっと見ただけで「マダガスカル

～」で始まる名前の種が多ハことがお分かりいただけると思

います。しかしながら、マダガスカルの他地域と同じく、環

境破壊が刻一刻と進行しており、鳥類をはじめとする野生動

物の保全が急務となつています。

このことから、私はこの地域の生物多様性を保全するため

に、ランドスケープの回復に取り組むことを提案します。こ

の地域のランドスケープは、成長の早い在来種であるタピア

の本、コミカンソウ科の の″ca bうぃ i、 マチン科の

ん■y2οεlθis物″あ″sc″ゴ
"sゴ

sや、近年導入されたプランテ

ーション植物であるコーヒーやオレンジなどを含みます。樹

木や背の低い灌木は鳥に止まり木や営巣、採餌を行う場所と

して利用されます3水面に浮かぶ浮遊帥 物や岸辺を覆う植

生は、カモなど水鳥の生存にとつてなくてはならないもので

11人 と話し合い′J,そ 」

傾斜地′イ41業道

フィハウリ→ 村′減
=J呆

企ヤ業

樹木と鳥に囲まれ
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す。フィハウナナのマネージメント計画によつて生み出され

る多様な植生は、高い生物多様陛をランドスケープレベルで

保護します。実際、果物のプランテーションの導入と同時に、

数種の鳥 (Maぬgascar turtle doveマ タ
゛
がスカルキシ

゛
ハ
゛
卜、

Madagascar 3msh wπ blerマタ
゛
がスカルシマヨ渚りなど)がこの地域

に戻つてきたことが知られています。

(4)平成25(2014)年度収支決算幸駐告
2013年度 特定非営和厖動に係る事業会計収支計算書

(平成25年 4月 1日～平成26年 3月 31日 )

科   目      :    決算額 単位 円)

IJ収ワ蠍π燿部

1 熱

漱 鑽

正会員

賛助会員

90,  lXXl

436,lXXl

41,420

2 身鼈≧・暑副同隆≧臥             :

抑          :        852,420
3 自盛月署割民入           :               0

4 月加戎金武甦ヽ              :

ひろしま祈りの石      :        1,500,000
国出劇田製黎構      :        1,459,000
日本国際協力団体      :         1,500,000

6 染諄反メ、                 :                  0

収入合計 lAl      :         5,878,840

Ⅱ支出の部

11目 11::姜 :星目i              l

資機材費          1         4,132,515
嚇         1        660,848

囀       :        131,715
スタッフ・軒 影期腐冒径費  :          563,991

2 1自甦距豊                  :

事務所管理費        :          390,584
鍵           :         93,370
宿泊費           :          18,328
錦 鑽       1      13,725

経常支出合計  .          :         6,005076

総 嘲  ・    ‐  :      ■26,236

正¨ 資金¨

1劉願利息

-2  その他の事業会計からの繰入

”

一
〇

その他資金収入合計       1       ‐     59

Ⅳその他資金支出の部

そ峰 出鑢

当

…

-126 177

―

324302

次期繰り越し1燿嵯額 -450 479

(5)平成25(2014)年 度事業計画

平成 26(2013)年度事業計画

特定非営利活動法人 アイユーゴー

1)マダガスカル共llli=|(アボヒダヴァ利
・
)

生活環境改善事業

井戸を2基造成しイレの建設衛生状況の改善を図り

つつ、村つくりの基礎を形成する事業

2)マ ダガスカル共和|―
ll(フ ィ⌒ウナナ)

燎 隷

高原地帯における土砂崩れの災害を防ぐための植樹

による整備事

3)タ イ王国メーホーソン県バンマバー地ズ

経済活動の活性化を図る活動 :コ ーヒーの事業化に向

けた支援事業

1)日 本の14jl際 協カブロ・ ジェク トとの連携:事業

5)白 主事業 (現地の自立のた871の事1業 )

現地の自立のための事業

本会の事業地の検証と、文化 。技術を通した交流事

業 (タ イ・ベ トナム・ラオス・マダガスカノめ

(6)ラオス井戸建設のご協力のお願い
ある団体の方たちが昨夏現地に入り、ラオスの本き入と井戸建

設実施の約束をしましたが、日本での最終的な協力が得られず、

現在に至っています。人件費その他の費用を含んで 1基 30万

円になります。1基を建造する場合は、その井戸に日本語と英

語で個人またはグループの名前を入れさせていただきます。今

後共日本とラオスの相互扶助の気持ちを大切にしたいと考え、

さらにヽ＼と気持ちを一つにできればとも思つています。
くf井戸ll・ik(1巣 151万 IJDな t,」に現地活動費(15川 lD I:「 30万 1●

アイユーゴーの住所ガ変わりました

新しい事務所

側所 [大阪府泉南郡熊取町山の手台1丁目22番 10号

TEL/FAX 072-452-5680、 alaili Jvum1015徽田難.coml

また、snittsk可 071箕絆ah∞・C01pも利用できます。

今後ともよろしくお願いします。

【感 jll

(特活)アイユーゴ
=通信をご覧いただき、誠にありがとうございます。私た

ちは、自らの知識・技術・経験と奉仕の精神を持つて、協力を必要とする人た

ちの自立を目指した開発援助を通じて、その地の文化を尊重理解し、草の根の

友好親善と、自らの人間としての価値を高めることを目的とし活動します。貧

しい人たち、困つた人たちがい糊よ その人たちのそI』こ行つてみませ紡 ヽ

そして、何かできることがあれ|よ 自分でしてみませんか。皆様のご参加・ご

協力を心からお待ちしております。 朧 :http1//al暉、fCnb.cOn

【間

[特定非営利活動法人 アイユーゴー 理事長 新田幸赳

=井住友銀行 阿倍野輻言 : 7,479,470

ゆうちょ銀行 : 009D9144252

発行 :新田執 編集 :力嘱薩
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